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Ｉ緒一

東京湾のマアナゴＡｓ亡ｒＯｃｏｎｇｓｒｍｙｒｉａｓ七ｅｒｍｒｅ▽Ｃｏｒｔ）は市場価値も高く

延繩漁業者ならびに，小型機船底曳綱漁業者の重要な漁獲対象となっている。

その生態的研究については，すでに'｣林，丸山，平井（１９５８未発表）の報告があるが，

今回，昭和５６年４月から蒐集した材料を用いて，その型態。食性を主体に測定整理して得

た結果について報告する。

なお，本調査は富津塙，観-音埼を結ぶ線以北の東京湾の水深１０廊以深部の開発を目的に

５５年以降実施している海洋学的，生物学的調査の一環として実施したものである。

Ⅱ材料及び方法

大田区羽田浦漁業協同組合の魚貝集荷所に延繩により漁獲され水揚げされたマアナゴを５６

年４月から１２月に至る間，だいたい毎月１回，廷１．２６５尾について下記の事項に関して

調査した。なお，整理の都合上材料はすべて１０錫ホルマリンで固定後に測定，その他の処

理を行った。

１．性比

雌雄は各個体の生殖巣を顕微鏡で観察して鑑別した。

Ｚ全長及び体重

体重は感量５００ｍｇの上皿天秤を使用して測定した。なお，材料の漁獲法が延繩であ

るため，ほとんどの個体が胃内に餌と釣針を含んでいたが、この除ヨェ行わずに測定した。

５．食性

各月の材料から各５０尾を無作為抽出し，胃内容物を調査した。

４．内部寄生虫（線虫）

体鰹内には，多数の線虫力欝生していたのでァこれについて寄生率等を調査しね

Ⅲ結果及び考察

１．性比

目別性比は図２の通りで，月別に見ろと，２６９から６．６５の間の値で平均４５４を示

した。－葬惹重じて，若年魚，所謂メソ②多いＱ１０１１月に雄の比率が高くなるＩ頃|可が

あり，これヤム丸山等の報告と一致して(Ｍａ〕

１－
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2．全長及び体重

（１）全長組成の月別雌雄別変化等

全長組成の月別雌雄別変化は図５の通りで，東京湾でアナゴ延繩に主って漁獲されは

じめるのは、全長１２ｃｍ位からであることがわかる。

調査期間（４～１２月）について，その漁獲状況を通観すると，４月には２４c〃から

２８c〃のものが主な漁獲対象となり，１ケ月に１噸前后の成長をしつつ，８月まで漁獲

されるが，９月からは全長２０函から２５ｃｍのものが主な漁獲対象となって，１２月ま

で続けられている。

なお，１２月の全長組成及び全長範囲は共に，４月のそれと非常に似ている。これは

東京湾のマアナゴの場合も備讃瀬戸西部産のアナゴ同様１２月から５月までほとんど成

長しないのではないかと考えられる。
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丸山等によれば耳石長と全長の間には高い正相関が見られる('８，，０５２，千
０９４７７）と報告しているので，今回は６月の材料について，全長からＨａｒｄｉｎｇ

法により年級群を求めた結果，雄については全長205c沈から52.5c〃の範囲で２年級群、

雌(/てついては全長２４５czlUからＭ５”の範囲で２年級群が検出された（図４）。

(2)全長と体重の関係

雌雄別の全長と体重の関係は，雄については図５，雌については図６のようになりそ

の関係式は次の通りである。

/ｉＦＷ－０川`7L2B618（全長範囲１５`～524“）

子Ｗ－ＯＤｍ…3川８（全長範囲↑’8~…“）
なお，小個体については，体中に有る餌と釣針の重量が体重に対してかなりの比重を

占めるので，小個体ほど関係式の計算値上り小さくなるものと思われる。

－６
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5．食性

各月の空胃l酉i体（胃内容物が１皆無のものと，釣餌のみの個体）は約４０筋を占めていた。

毎月５０個体について冑内容物の出現状況を延数で示したのが図７である。

内容物のほとんどは，

動物性であるが，少量な

がら緑藻類（種不明）が

認められた。たＸし，ほ

とんど力勵物性のものと

混食していた。動物性の

もののうち特に顕著なも

のは，多毛類，ドロイン

ガニ，エピジヤコ，ネズ

ソポ属であった。

なお，これらの種類は，

５５年度以降実施してい

る東京湾中央部漁場開発

基礎調査の結果からみて，

東京湾深部の底生性水族

のうちで優占的位置を占

めるものであることが判

明している。またネズン

ポ属はすべて頭部から喰

われており，全長約５０

c頑から８５ｍのかなり大

型のものであった。丸山

等は全長別の食|生変化に

ついて調べており，甲殻

類，多毛類，軟体類,そ

の他は一定の割合で捕食

されているのに対し，魚

類は全長の増加にしたが

って増加しているとじて＿

いるが，これは今回の結
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みられた。

４内部寄生虫（線虫）

体腔内の寄生虫は目黒寄生虫館亀谷了氏の同定に｡kれぱ，
ＯｕｃｕユエａｎｕｓｒｏｂｕｓｔｉＢＹＡＭＡｑＵＴエ１１５５

ＯｕｃｕユエａｎｕｓｒｉユユｒｏｒｍｉｓｒＡＭＡＧＵＴェ１９５５

の２種類であるが，今回はこれを区別することなく，寄生部位，寄生率について観察した。

ホルマリン固定材料による観察ではあるが，寄生部他よ主として体腔下側で内臓諾器官

間げきにもしばしばみとめられた。

Ｌ無寄生のものをのぞき，月別の最多及び最少寄生虫数及び平均寄生虫数は表１に示す通

りで，最も多い場合は全長２．７cmの雄に４９尾の寄生をみとめた。

表１月別雌蛎Ｉ最多最少寄生尾数（無寄生をのぞく）
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月別雌雄別の寄生率は図８の通りである。’１

雌雄別寄生率を見ると各月と６１．堆に高く全長別の傾向は特にないようである。

肥満度と寄生率との関係を７月について,雌雄に分けて考察した力潤係を見いだすには

至らなかった（図９）。但し，釣餌入り肥満度を用いた。
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宴との 関係と肥満

Ⅳ要約

１．東京湾産マアナゴについて，性比，全長及び体重，食Ｉ生，内部寄生虫を調査した｡

２．マアナゴの群成長度は１ケ月に１０勿前后の成長をし，１２月から５月まではほとんIF成

長しないように考えられる。

５「東京湾産マアナゴの漁獲対象１．:全長２０ｃｍから５４醜のもので，２年級群からなってい

る。（但し，７月の材料による。）

４．全長と体重の関係式はＷ＝０００１６７Ｌ２８６９８ Ｗ－０ＤＯ１４５Ｌ５Ｄ５１８で

ある。
ロー□'oP■□●-.C--G6十｡-F◆LP③｡－－｡0..□...『.､0..－

５．胃内容物は主として動物性のもので，緑藻類も少量認められた。

６．体腔内の線虫は，ＯＬＬｃｕユユａｎｕａｒｏｂａＢｔｕＢＹＡＭＡｑＵＴ工，０．ｒｉユｉでｏｒｍｉＢ

ＹＡＭＡＯＵＴ工の２種で，寄生率は雌に高く寄生部位は体腔下側が多い。

本報告書をとりまとめるにあたり…御指導並びに助言を賜った東京水産大学久保伊津男

教授，保科禾卜教授，高木和徳講師，寄生虫の同定をいた旨いた目黒寄生虫館館長亀谷了

氏に厚く御礼申上げます。
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東京湾産シャコについて
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Ｉ緒言

東京湾のシャコは打瀬網によって漁獲されアアカガイと並んで湾内の小型機船底曳網漁業

者にとって重要な漁獲対象となっている。東京湾産シャコの生態については，すでに久保（

１９５９）によって詳細な報告がなされているが，今回資源の現況調査の目的で，昭和５６

年４月から打瀬網で採集した材料を用いてシャコ及び同時に混護された底生性水族について，

分布，成長，性比，産卵期，食性などその生態を主体に測定整理して得た結果について報告

する。

なお，本調査は富津鐙･観音埼を結ぶ線以北の東京湾の水深’０j,z以深部の開発を目的に，

５５年度以降実施している海洋学的・生物学的調査の一環として実施したものである。

Ⅱ材料及〔坊法

材料は５６年４月から１２月に至る間，原則として月１回，廷７回にわたり，千葉県市原

郡姉ケ崎lBJ,沖の水深１０～２０〃及び２０～２５jﾜzの２区域（以下水域Ｉ及びⅡとする）に

おいて，シャコ打瀬網こより採集されたもの及び５６年８月５日に本牧鼻沖，中の瀬二Mg側，

盤洲鼻沖の５漁場で同様方法で採集されたものである。なお，材料はすべて１０総ホルマリ

ンで固定後測定その他の処理を行った。シャコの体長は額角の基部から尾部の中央のｖ字型

にわれた前縁までとし，体重は感量２００ｍｇの上皿天秤を使用して測定した。シャコの性

別はその外形的特徴，即ち，雄にみられる交接器の有無によク判別した。

Ⅲ結果及び考察～～

１．体長組成

（１）月別体長組成

各月に漁獲された資料１６６８尾（雌９１０尾，雄７５８尾）より月別体長組成を調

べた。結果は図２及５にみられるように，水域１．水域Ⅱ（図１参照）について雌雄と

：－８に大きな差違は認められなかったが，小型群が４月では水域Ⅱに多く現れ，１２月で

はzk域Ｉに多く現れた。

漁獲の主対象が変っていく状態を４月に現れる群をもとにしてみると，大型群（５４

年生れ）は８月頃までとられて以後消減し，小型群（５５年生れ）は６月以降王漁獲対

象となり１２月まで続いている。そして１２月には再び小型群（５６年生れ）が現れる。

次に１年間の成長をみると，先ず４月～８月までに大型群（５４年生刺は１５～１４

”から116～１７噸まで，小型群（５５年生れ）は７～８c”から１０～１１ｃｍまでで，

ともに約５c加成長し，続いて８月～１２月までＩＣｊ､型群（５５年生れ)は１０～１１ｃｍから

１２～１５C源まで約２C〃成長している。更に，図から推定して１２月～４月までに小型群

（５５年生湖は１２～１５c魂から１５～１４噸まで約１c〃成長し，１２月に出現する

新,｣型群（５６年生れ）でもやはり約１c〃成長するものと考えられる。以上の事実から

シャコは１年間に大体６ciW7前後成長するものと考えられる。

－１
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東京湾のシャコ打1頼網漁業者の主操業期は４月から９月主~でであるから，結局０～１

年級群を主漁獲対象としており，１～２年級群は４月から８月までにとり切ってしまっ

ていることになる。
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(2)漁場別体長組成
【；！’．、

５６年８月５日に－せいに採集を行った本牧鼻沖，中の瀬北側，鰍H鼻沖の５漁場

（図１参照）における海況及び漁獲状況は表１及び２に示す通りである。
ｉｉ

ｌ表１調査漁場ｶﾞﾘ観視Ｉ結果

中の瀬北側 U牡ＷＩＮ憂一γ印蕊ｆ､（事良７LＰ

０

[］，』 。

表２調査漁場別漁獲状況

垂：qう〔學騨ｉ'甲

灘洲鼻､秤

各漁場の漁獲物のうちからそれぞれ１００尾を無作為抽出して供試繊斗とした。その

内訳は雌１６７尾，雄－，７尾計２７４尾ｇＧ,体長はＺ２～１ａ８師ｊ体重は5.5～

７４５９のものであった。財！￣）
ｒ十十・

ｌＩ
Ｉｉ

各漁場別漁獲)tMBからみると，少なくとも８月初旬におけるシヤ！．の分布は中の瀞ｂ

側に最も多く，次に本牧鼻沖が比輔i勺多（，盤洲鼻沖が最iも少なかったことになる。又，

本牧鼻沖，脚||鼻沖には比翰ﾖ勺体長の大きいものが，中の瀬北側には比較的小さいもの
￣￣…ｉ

が生息していたことになる６１
’…－－Ｉ＿ｊ

炉…－.ハー，

”．～１．１‘！

…なお，雌の体長の平均値について刀一検定を行ったどとろ，本牧鼻沖と中の瀬北側，

中の瀬北側と盤i'１｜I鼻沖及び盤iW1鼻繍砦本癬沖のいずれにも有意な塗認めたがγこれ
は各漁場相互間におけるシャコの混合がないものと考えられる一つの資料となろう。
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Ｚ体長と体重の関係

久保（１９５９）はホルマリンの５冊，７冊，１０冊固定液がシャコの体収縮に及(封

影響について実験し，収縮度にほとんど差違が認められないと述べている。今回の材料は

すべて１０筋ホルマリンで固定したものであるが脚とれを用いてＷ＝ａ]しｂにより関係式
を求めた。結果ば次の通りである。/
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5．性比

（１）月別性比

各月に漁獲された資料をもとに月別の性比を調べた。結果は表５及び図７に示す通り

である。

表５月別性比
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資料は４～９月及び１２月の７ケ月分であるが，この７ケ月分のうちでは水域Ｉと水

域Ⅱの計に。、てみると，４月が６６．２で最も低く，６月が１１刀で最も高い｡平均値

は８８．８であったが，久保（１９５１）によると冬期（１．２５月Ｄにおける性比はか

なり低いので実際にはこれより下回るものと考えられる。又，産卵の初期には，`|生比は

増加の傾向にあり，産卵の後期において急激に下向線をたどるという事詞土久保(１９５９）

の調査結果と一致する。この原因が女舸なるものか'ま今回の調査結果からは論じ得ない。

ｚｋ域ＩとⅡについてみると，４月を除いてほぼ同様の傾向をたどった。

(2)漁場月性比

８月５日に－せいに調査を行った本牧鼻沖．中の瀬北側．盤洲鼻沖の５漁場で漁獲さ

れた材料から漁場別の性比の差違を調べた結果は表４に示す通りで，いずれも１００以

下であり，中の漁上側が，Ｚ１で最も高く，本牧鼻沖・盤洲鼻沖はそれぞれ６０．５，５８．７
と低い値を示している。
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表４漁場別性比

と座Cl,（ ろＣ

中の瀬北傾

4．産卵期

（１）生殖腺重量の月別変化

産卵期を間接的に求める目的で卵巣重量の月別変化を調べた。卵巣重量指数を１００

×卵巣重量／体重と定め，体長１３～１６ｍのものについて平均値を求めて，各月の材

料の比較を行った結果は表５及び図８に示す通りである。なお，材料が少量のため水域
１．Ⅱを区別せずに扱った。

表５卵巣重量指数の月別変化
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各月の材料について肉眼的に観察した結果は次の通りである･

４月体長,5～,`c露の`のには卵巣重量5,～…という伽，成鰕もの
が５尾あったが，一方，体長１４～１５c〃のもので卵巣重量1.4～２．５ｇという卵のや

わらかい未熟なものも４尾みられた。全体的には成熟した卵をもつものが多くみられた。

５月卵巣重量は小さいもので４９台，大きいものでは体長１５c〃で１０．５９，体長

１６c瀝で１５．４ｇという甚だ成熟したものがみられた。すべて成熟卵であった。

６月卵巣重量０６～２７ｇという卵のやわらかくて貧弱なもの（放卵中のものと思

われる）が１０尾中５尾を占めた。伽土成熟卵であった．

７月６月にみられた卵のやわらかくて貧弱な卵巣をもつものが２０尾中１５尾と７５

妬を占めﾌﾟt二・しかし，まだ依長１６６"で卵巣重量8.0ｇという放卵直前と思われるもの

も１尾みられた｡し

８月卵のやわらかい貧弱な卵巣をもつものが６尾中５尾を占めた。うち５尾は殆ど

卵巣壁のみであった。

９月全個体がやわらかくて殆ど卵巣壁のみであった。

１２月すべて卵巣重量0.5～１．５９のもので，卵は４尾ともやわらかかったが，これ

は恢復期のものであろうと,思われる。

※ここに卵巣の状態を表わす際に使っている成熟という言葉は，シャコの生殖腺

の熱度に関する文献がないため，卵の色が濃褐色（ただしホルマリン固定後の観

劇で，かたくて比較的重量のあるものを指した。

以上の事実から，水域Ｉ，Ⅱにおける産卵期は５息から８月までで，５月下旬から７

月上旬が産卵の盛期であったと考えられるｃ

(2)生殖腺重要の漁場別差違

８月５日に採集された材料を用いて体長１０～１２czTの範囲のも｜のについて，漁獄Ｉ

の差違を調ぺた結果は表６に示す通りである．

表６漁場別の卵巣重量指数

漁場

牧鼻沖

の瀬北側

洲鼻沖

供試材料数

２０

２０

１８

平均指数

８．２

４．０

２．４

水深(” ）

２９

２８

１２

本
中
盤

１４

漁場別の材料について肉眼的に観察した結果は次の通りである。

本牧鼻沖卵巣壁のみのものは２尾だけで，体長１１．１C泥で卵巣重量４．２９

１１．５ｏｚYで４９などかなり成熟したものが多く見られた。

中の１類北側卵巣壁のみのもの７尾イ体長１１．６c〃で卵巣重量２５９，体長１

体長

｡

２c〃で

－１２－



２．４９とやや発達したものが２尾みられた。

盤洲鼻沖卵巣壁のみのもの９尾，体長１０．９c〃で卵巣重量２４９，体長１１．２c犯で

１．９９のもの２尾以夘まみなやわらかな卵を持った個体であった。

以上から産卵期が漁場ごとに異なり，盤洲鼻沖から本牧鼻沖へ湾の西側ほど遅いこと

が推察されるが，卵巣重量指数及び性比の差の両面からその"ずれロの度合を考察して

みた。即ち，中の瀬北側の４．０，本牧鼻?tl]の8.2という平均卵巣重量指数は毎月調査を

行った水域Ｉ．Ⅱの指数と照合してみると，７月下旬及び６月上､旬の指数と一致する。

又，中の瀬北側の，ス1.,本牧鼻沖の６０５という性比はうZk域Ｉ．Ⅱの計の５月下負汲

ぴ５月以前と一致するようである。性比については論議の余地があるが，卵巣の状態及

び卵巣重量指数からみると，産卵期は湾の東側とEP央では約半月，東側と西側では約２

ケ月のＲずれ、があるものと考えられる。この原因については更に調査の余地を残すが，

調査漁場付近の水温力年間を通じて本牧鼻付近で低く，盤１１１W鼻付近が高いことからみて

水温も大きな要因の一つとみてよいのではないかと考えられる。更に，この産卵期の’

ずれiiが判然としている事実は，漁場別体長組成の項において述ぺた漁場間の混合がな

いらしいという事実を更に裏付けるものであろう。

5．食性

漁獲したシャコを漁場から運搬し，ホルマリン固定の処理を行うまでに５～６時間を要

しているためもあってか，材料中には空胃個体が非常に多く，胃内容物の調査ができたの

は表７に示すように１０１個,体であった。

表７供試材料数

栗集ＨＥ

8 ８

８

，,［」 Ｆ可
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曰
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胃内容物は表８に示す通りその組成はかなり複雑であるが，月別には極端な差違は認め

られなかった。動物では魚類，甲殻類，二枚貝類，コケムシ類，多毛類から,植物では陸上

植物,顕花植物ｱﾏﾆﾆ属緑蕊類『桂藻類，藍藻類からなっているが，陸上植物についてはいず
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れも腐蝕していた。各月を通じて出現した６の魚類，二枚貝類，珪藻類で，多毛類は，月

を除いて，甲殻類は１２月を除く各月に出現した。出現頻度の高いのは動物では魚類，甲

殻類，二枚貝類，植物では珪藻類であった。二枚貝類片の大部分はヨコハマチヨノハナガ

イ，シズクガイと推定される。珪藻類ではＯｏｓｃｉｎｏｄｉｓｃｕｓｓｐｐ．，ＴｈａユａＢＢｉ－

ｏｔｈｒｉｘＢｐｐとＴｈａユａＢＢｉｏｓｉｒａｓＰｐが観察されたが，中でもＯＣＳ，ｄｉ－

ＢｃＵｓｇｉｇａｓ刀辮に多くみられた。なお，珪藻類は殆どの場合泥及び貝殻とともに見

出された。これら胃内容物のうち魚類，甲殻類，二枚貝類は小形のもので，大形のものは

殆どみられなかった。しかも，完全或は完全に近い状態で見出された場合は殆どなく，い

ずれも体の一部又は破片として出現した。

後述するシャコ打瀬網で混獲された底生性水族は網目の関係もあって，所謂稚魚・稚仔

に該当するものは僅少でシャコの胃内容物として出現したものは殆どなかった。しかし，

おそらくはこれら底生性水族の稚魚．稚仔が食餌の一部となっていることは間違いない＄

のと考えられる。

表８冑内容物

魚類の骨（頭骨，椎骨），鰭及び肉片

エビの一部，甲殻類片

二枚貝類片

多毛類の棲管，ウロコムンの剛毛

顕花植物アマモ属，硅藻類（ＯｏＢｃｉｎｏｄｉｓｃｕＢｓｐｐ）

不明植物zliili維

細砂，泥

魚類の骨及び鱗（櫛鱗）

エビの一部，シャコの一部，甲殻類片

二枚貝類片

多毛類片

佳藻類（ＯｏｓｃｉｎｏｄｉｓｃｕＢＢｐｐ－＞ＴｈａユａｓＢユｏｔｈｒｉｘｓｐｐ）

不明繊維束

泥

魚類の骨，鰭条及び肉片

エビの一部（胴），甲殻類片

二枚貝類片

多毛類片

不明骨片

…｜魚類の骨（蓋骨，椎骨），鱗（櫛鱗，円鱗）及び詔

エビの一部，カニの一部（蟹脚），(甲殻類片）

4月

５月

６月
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０．

二枚貝類片（肉片共)，（二枚貝稚貝）

７月Ｉ多毛類片
）尾、、自信進塁【主自（ＵＯＢ畦ＬｎＱｃ､繊維，露

細妙，泥

魚類Ｄ骨（頭骨，尾骨

エビの一部，甲殻類片

二枚貝類片，腹足類（

多毛類片

珪蕊類（Ｏｏｓｃｉｎｏ６

,鱗（櫛鱗，円鱗）及び耗

有片共）

員亭全個体５個）

6．シャコ打瀬網により混獲される底生性水族について

調査期間を通じて混獲されたZk族は総計５５種で，魚類１６種，節足動物８種，鰊皮動

物５種，軟体動物５種，原索動物１種，環形動物１種力拙現した。なお，調査材料が漁獲

時の１／8～1／１６であるため，少数種は当然省かれたものと考えられる。

出現種

魚類

１．マアンＴｒａｃｎｕｒｕｓｊａｐｏｎユｃｕｓ（ＴｍＭＭ工ＮＣＫ＆ＳＯｍｍＱｍｊ）

２．上メジＵｐｅｎｅｕｓｂｅｎｓａＢユ（ｍＭＭエＮＯＫ＆ＳＯＨＬＭｎＬ）

５．テンジクダイＡＰｏｇｏｎユエｎｅａｔｕＢ（ＴｍＭＭ工ＮＯＫ＆ＳＯＨＬｍＱｍＬ）

４．ハタタテヌメリＯａユユユｏｎ了ｍｕｓｒユａｇｒｉｓＪＯＲＤＡＮ＆ＳｍＡＬＥ

５．トゲカナガシラＬｅｐｉｄｏｔｒｉｇユａＪａｐｏｎｉｃａ（ＢＬｍＫ画Ｒ）
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Ｓｔｅｐｈａｎｏユｅｐｉｓｃｉｒｒｈｉｒｅｒ;（Ｔ巳ＭＭェＮＯＫ＆

ＢＯＨＬｍｑＥｎ）

ｍｎｅｄｒｉａｓｎｅｂｕユｏｓｕｓ（ＴｍＭｕ工Ｎ＆ＳＣＨ四ｍＧＥｴ｣）

ＲｌユユｎｏｇｏｂｉｕｓｐｒユａｕｍｉＢＬｎＥＫｎＲ

Ａｃａｎｔｈｏｇｏｂｉｕｓｒユａｖｉｍａｎｕｓ（ＴＩｎＭＭ工ＮＯＫ＆

ＳＯＨｍｑｎＬ）

ＯｎａｅｔＵｒユｃｈｔｈ了ｓｓｃｉｉｓｔｉＵｓＪＯＲＤＡＮ＆ＳＮＹＤｍＲ

Ｏｎａｅ七ｕｒｉｏｎｔｈｙｓｈｅｘａｎｅｍａＢＬｍｍＫ回Ｒ

ＣＯ

ＳｅｂａＢｔｅＢｏｂユｏｎｇｕＢｑＵＮＴＨＥＲ

ＨｅｘａｇｒａｍｍｏｓｏｔａｋｉｉＪＯＲＤＡＮ＆ＳＴＡＲＫＢ

ＦｕｇｕｖｅｒｍエＣｕユａｒｉＢｐｏｒｐｈｙｒｅｕｓ（ＴｍＭＭェＮＯＫ

＆ＢＯＨ工j皿､L）

ＰユｅｌｊＬｒｏｎｉｃｈｔｈｙｓｃｏｒｎａｔｕｓ「ＴｍＭＭ工ＮＯＫ＆

ｓＯＨＬｍＧｍＬ）
●「

Ｌｉｍａｎｄａｙｏｋｏｈａｍａｅ（Ｇ〔ＩＮＴｍＲ）

6．ヵワハギ
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コモチジャコ

アカハゼ

タケノコメパル

アイナメ

マフ グ

１５．メイタガレイ
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環形動物
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月別・水域別の混獲状況は表，に示す通りで，種類によりかなりの変動がみられる。調

査全期間を通じて出現したのはハタタテヌメリで，アカハゼ，フタホシイシガーは４月，

テンジクダイは５月，エピジヤコは７月を除く各月に出現した。その他の種類については

２ケ月或はそれ以上の期間出現することがなかった。ハタタテヌメリ，アカハゼ，エピジ

ヤコは混獲尾数においても総体的に多かった。

表，月別．水域別混獲状況

（数値は漁獲尾数に対する百分率）
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Ⅳ要約

東京湾のシャコ漁場でシャコ打瀬網によって漁獲されるシャコ及びその他の底生性水族の

分布，成長，産ﾘ脚，その他の生態について調査した。

１．シャコは１年間に大体６“前後成長し，漁獲の対象となっているのは０～２年級群であ

る。又，今回の調査結果からは長距離の移動は考えられず，むしろ定着性のものと考えら

れる。

２．体長と体重の関閑工次式により表わされる。

芋Ｗ－Ｏ川50LZl864「ＢＬ５５～1ス7c澱）
８Ｗ－０川56,2Ｗ1５（、５２～１Ｍ”）

３．性比は月によりかなり激しい変化を示す。即ち，４～９月及び１２月のうちでは４月が

６６．２最も低く，６月が１１Ｚ１で最も高い。なお，平均値は８８．８であった。又，漁場別

にも差違が認められる。

４．産卵期は５月から８月までで，５月下旬から７月上旬が盛期と考えられる。又，産卵期

は湾の東側と中央では約半月，東側と西側では約２ケ月のロずれ、があると考えられる。

５胃内容物組成は複雑で，魚類，甲殻類，二枚貝類，桂藻類など小形のものであった。

６．シャコ打瀬網で混獲される底生l生水族は魚類が多く，次いで節足動物で，有用水族の幼

稚魚はほとんど混獲されない。

本報告をとりまとめるにあたり，御指導並びに御助言を賜った東京水産大学久保伊澤男教

授，高木和徳講師に厚く御礼申上げる。
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